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あいさつで みんなのやる気 スイッチON ５年 小野 優斗

校長 上村 実行

新年度がスタートして２週間。子どもたちは、３月の臨時休業でたまったうっぷんを晴らすかの
ように、友達や先生と楽しく語らい、遊び、学んでいます。その姿から学校があることのすばら
しさ、友達と一緒に活動することの喜びを心の底から味わっていることが伝わってきます。
また、期待と不安と緊張の中、入学してきた１９１人の１年
生も、少しずつ学校生活に溶け込んできているようです。元
気よく笑顔であいさつしながら登校してくる姿、瞳をキラキラ
輝かせながら授業に臨む姿、初めての給食をおいしそうに
食べる姿から、「出会いと発見の毎日」を楽しみながらたくさ
んのことを学んでいることが伺えます。
１年生に限らず、どの学年・学級でも、新しい学年を迎え、
やる気に満ちた子どもたちの眼差しや笑顔が見られ、順調
に新しい年度が動き出したことをたいへんうれしく思います。

そういう状況でしたが、新型コロナウイルスの感染防止に向けた日本全国を対象とした「緊
急事態宣言」を受けて、やむなく再度の臨時休業をすることとなりました。そうでなくても、子ど
もたちが楽しみにしている、あるいは体験させたい行事を断腸の思いで中止に決めたばかり
でした。子どもたちの笑顔があふれる学校生活の様子を見ていると、本当に残念でなりませ
ん。しかしながら、子どもたちの安全を考えると、「今は我慢、耐えるとき」と考えて、新型コロ
ナウイルスに感染しないために、今できる限りのことをすることを第一にしていきたいと思いま
す。保護者の皆様には、休業中の子どもたちの見守りで更なるご負担をおかけすることになり
ますが、どうか、感染防止のための取組を徹底していただきたいと思います。

さて、今年度も福平小は『「よさ」を生かし、伸ばし合うキラリ輝く福平っ子の育成』の学校教

育目標のもと、一人一人が備える「よさ」に着目し、「よさ」に気づくこと、生かすこと、伸ばすこ
とを学校経営の中心に据え、教育活動を展開してまいります。どうか、ご家庭でも、お子様を
じっくり見つめ、話にしっかり耳を傾けながら、それぞれがもっている「よさ」を認め、伸ばす親
子のかかわりを進めていただければと思います。「子どもは誉められて、伸びる」を大切にしな
がら、学校と家庭とが一体となって実践していきましょう。

今年度の福平小は、学級数４１（うち、特別支援学級１０）、児
童数１、０１９人でスタートしました。その子どもたちに対して、総
勢６９名の職員が一丸となって、「キラリ輝く福平っ子」の育成に、
全力を注いでまいります。その取組は、ゴールデンウィーク明け
の５月７日からの再開になりますが、これまで同様、保護者の皆
様のご理解とご協力、そして、地域の皆様のバックアップをいた
だきながら進めていくことになります。今年度もどうぞよろしくお

願いいたします。



新型コロナウィルス感染症は、持病がある方や高齢
の方がかかった場合に重篤化する傾向があります。感
染症にかかった方が、元気になったという報道を見る
こともありますが、感染してから発症するまでに、他
の人にうつしてしまっているかもしれません。持病が
ある方や高齢の方も含めてわたしたちの大切な人の命
と健康を守るために、国をあげて、外出をひかえ、感
染症の流行を最小限に止めようとしていることを、ご
家庭でもぜひ話題にしてください。この休業を、自分
と周りの方々の命の大切さについてじっくりと話す機
会にしてはいかがでしょうか。

◯ 臨時休業（市内全小中高校）
４/２２（水）～５/６（水）

◯ 家庭訪問の延期

◯ 一日遠足・社会科見学等延期

◯ 宿泊学習中止（５年）

◯ 健康診断等の延期
（歯科検診・耳鼻科検診）

◯ 授業参観（５/８）の中止

◯ 災害時引渡し訓練の中止

※ PTA活動についても、当面の
間、原則活動自粛となります。当
初に連絡のあった登下校指導も
中止です。
※ 校区PTAの中止
※ PTA総会は実施せず書面決議

長い休みが明けた４月６日、時間や参加
者を制限したうえではありましたが、１９
１人の新入生を迎えて入学式を催すことが
できました。真新しい制服に身を包んだ子
どもたちは、たくさんのお友達と新しい学
校生活を始められることを楽しみにしてい
るようでした。

感染症拡大防止の観点から、１年生を迎
える会をはじめ、多くの歓迎行事が中止と
なってしまいましたが、教室や校内の掲示
物、たくさんの花々で新入生を迎え、入学
を祝いました。学校再開までの間、また、
みんなで一緒に学習できることを楽しみに
がんばってくれることでしょう。

なるべく人と会わないこと、人混みの中にいかな
いこと、もし体調がよくないときには、早めに対応
することが必要です。人と会うことを８割減らすと
早めに流行が収束に向かうと言われているようです。
必要があって人と会う場合には、３密（密集・密

閉・密接）を避けて、できるだけ少人数で、部屋の
換気をよくして、人と人の間の間隔を十分にとるよ
うにしましょう。


